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供もいる。登下校時に背負う

ランドセルやリュック等の中

身は重たすぎるのではないか。

　90％の子供はランドセルが

重いと感じているといった調

査結果や、ランドセルが重か

ったり痛かったりしても、子

供から言い出しにくい現状が

あるのではないか、といった

報道もある。子供たちの身体

的・精神的な負担が解消され

ない要因は何か。

　　小学校の通学かばんとし

ては、ランドセルだけでなく、

リュック等も認められている。

　　猛暑の中、小中学生は、

重たい荷物を毎日背負い、手

荷物を持って登下校している。

通学時間が30分以上かかる子

　置き勉も認めるときちんと

通知しているが、それでも重

いという児童生徒がいれば、

個別に丁寧に対応し、各学校

にもう一度周知徹底したい。

　　　　小中学生が登下校時

に背負う重たい荷物について

は、憂鬱感や肩の痛みなど心

身への影響が懸念され、年齢

や体重に適した重さにするこ

とは急務ではないか。適切な

調査を実施し、現状を把握し

たうえで、小中学校の子供た

ちに寄り添った負担解消策を

早急に実施されたい。

昨年度の給食費の保護者負担

額の状況は。

　　保護者には食材料費のみ

負担いただいており、負担額

は約３億 3,800 万円となって

いる。

　　　　給食費の無償化は、

子育て支援、少子化対策及び

移住・定住にもつながること

から、財源を理由とせず、実

現に向けた検討を要望する。

　　えるるの自主学習スペー

　　給食費の無償化は、子育

て施策として全国的に加速し

ている。無償化を実現するた

めには財源が課題となるが、

スが足りないとの声を聞くが、

えるる以外で自主学習が可能

な公共施設は。

　　図書館内に23席ほど、地

区公民館ではロビーやフリー

スペースが活用されている。

　　　　お金をかけず、今あ

る公共施設を生かした方法と

して、図書館３階会議室活用、

各地区公民館のロビー等への

机や長机の設置、おおむたア

リーナ完成後の会議室の活用

などにより、勉強したい子供、

若者のために学習スペースを

確保されるよう要望する。

校、２番目に松原中学校とし、

以降は学校再編等の状況を踏

まえ、協議を進めている。

　　　　安全体制も考慮し、

民間プールへの移行をぜひ進

めてほしい。

　　新産業団地の可能性調査

では、臨海部のエリアが適地

ということだが、どのような

企業誘致が考えられ、どのよ

うな期待ができるか。

　　工業専用地域でまとまっ

　　水泳授業の民間プールへ

の事業委託状況は。

　　現在、民間プール移行の

優先順位を、１番目に橘中学

た用地の確保ができ、水道等

のインフラ整備が整っている

ことなどを踏まえ、臨海部の

エリアを早期の整備が可能と

考えられる土地として選定。

　立地業種としては、九州の

社会経済情勢や工場立地動向

を踏まえ、金属製品や生産用

機械器具等の企業誘致や、半

導体関連産業の誘致を見込ん

でいる。

　企業誘致を進めることで、

雇用創出、税収の確保及び地

場企業との取引拡大など、地

域経済の活性化につなげたい。
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保険料の引き下げを考えては。

　　国のシステム等を踏まえ

て、給付の見込みなどを勘案

して算出している。

　　　　生活実態を把握し、

払える介護保険料にすべき。

　　市内の介護士不足は深刻

な状況。これを解消するため

に、基本報酬を他の産業並み

に引き上げるべきでは。

　　介護事業所は、人材確保

に苦慮されている。その主な

　　年金からの介護保険料等

の天引きや昨今の物価高騰に

より、生活に苦しむ市民が増

えている。９期計画にて介護

理由として、業務負担が大き

いにも関わらず、他の業界と

比べて給与水準が低いことな

どがある。今後、介護サービ

スの需要はさらに高まると見

込まれ、介護人材の不足は重

要な課題。市としては、事業

所へ処遇改善加算等の取得推

進の働きかけや、市長会を通

じて国への要望を行っている。

　　　　介護の課題は、まち

づくりの課題として、市とし

て独自に介護従事者の人材不

足解消や処遇改善に結びつく

ような施策を行うべき。

介護保険料の引き下げを

介護従事者の基本報酬を
他の産業並みへと引き上げを

　　住宅地等へのイノシシ

出没が増えているが、出没状

況や要因、対策方法など、も

っと市民へ共有できないか。

有害鳥獣対策について

　　これまでも出没に関す

る情報は発信してきたが、対

策に関する情報提供が十分で

はなかった。今後、迅速に情

報発信を行うとともに、生ご

みを放置しないなど地域でも

取り組むことができる対策等

の情報を、広報紙やホームペ

ージ等を活用し、積極的に発

信していきたい。

　　タクシー利用の際、市民

から待ち時間が長くなったと

いう声を聞くが、市内タクシ

ー事業者の現状は。

　　運転手の数は、この５年

で約２割減となり、運転手の

数が不足していると事業者か

ら聞いている。

　　交通事業者の人材不足に

対する取組は。

　　合同会社説明会などを活

用しながら、交通事業者に対

する人材確保支援に努めてい

きたいと考えている。

　　　　積極的に対策に取り

組む自治体もあるので、前向

きな検討をしていただきたい。
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